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社協だより

福祉わくや

涌谷町地域福祉活動計画「3つの活動方針」

学びあおう：福祉学習・人材育成等
支えあおう：�住民同士の支えあい・相談支援等
通じあおう：�交流連携・情報共有等

涌谷町社協は、昭和56年に法人化してから40周年を迎
え、11月17日に「法人設立40周年記念社会福祉大会」を開
催しました。新型コロナウイルス感染症の感染防止対策
を講じながら、受賞者をはじめ、町内の福祉関係者等、
約80名の出席をいただきました。
� 【関連記事2ページ～3ページ】

おかげさまで40周年。  記念大会開催おかげさまで40周年。  記念大会開催



新
年
の
挨
拶

会　

長　

高
橋　

俊
吾

　

町
民
皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、

穏
や
か
な
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

昨
年
は
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
社
会
福
祉

法
人
と
な
っ
て
か
ら
四
十
周
年
を
迎
え
、
十
一
月

十
七
日
に
記
念
の
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で

に
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
、
そ
し
て
町
当
局
の
ご
指
導

に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
地
域
社
会
が
抱
え
る
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
は
多
様
化
、
重

層
化
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
大
規
模
自
然
災
害
等
、

地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
社
協
で
は
国
が
掲
げ
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
町
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
新
た
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
へ
の
移
行
準
備
事
業
に
取
り
組
み
、
従
来

の
社
協
活
動
及
び
事
業
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
地
域
住
民
並
び
に
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
地
域
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
令
和
四
年
度
か
ら
五
ヵ
年
に
わ
た
る
地
域
福
祉
事
業
の
活
動
指

針
と
な
る「
第
三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」を
策
定
中
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
高
く

な
る
社
協
へ
の
期
待
に
応
え
、
使
命
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
本
会
の
理
念
で
あ
る「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
、
地
域
福
祉
及
び
介
護
保
険
両
事

業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
涌
谷
町
の
更
な
る
福
祉
向
上
に
寄
与
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
町
民
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
設
立
40
周
年
記
念
社
会
福
祉
大
会

　

記
念
式
典
で
は
、
高
橋
俊
吾
大
会
会
長（
社
協
会
長
）か
ら
、
永
年

地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献
い
た
だ
い
た
方
や
、
本
会
事
業
運
営
に
尽
力

い
た
だ
い
た
71
の
個
人
・
団
体
・
企
業
の
皆
様
へ
、
表
彰
な
ら
び
に
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
つ
な
が
り
を
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み
と
社
会
福
祉
協

議
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」と
題
し
、
さ
わ
や
か
福
祉
財
団 

理
事 

鶴

山
芳
子
氏
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
あ
い 

副
理
事
長 

渡
邊
典
子
氏
よ

り
、
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て「
助
け
合
い
の
気
持
ち
を

切
ら
さ
な
い
支
援
」や「
10
年
後
や
、
も
っ
と
先
の
地
域
を
住
民
と
と

も
に
考
え
る
た
め
の
支
援
」等
、
後
方
支
援
の
在
り
方
を
改
め
て
認
識

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　本大会を契機に、地域の人々と福祉関係者が協働し、決意を新たに地域共生社会の実現及び町民の
福祉向上を誓い合うことができました。
　今後も、社会福祉協議会の役割を全うし、「誰もがその人らしく安心して暮らすことができる地域社
会の実現」に向け、住民主体の地域づくり、地域福祉活動の推進を目指します。
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【
顕
彰
状
】

▽
前
社
協
会
長

　

小
野
寺
富
雄（
２
の
２
区
）

【
表
彰
状
】

▽�

役
員
・
評
議
員
・
地
域
福
祉
会
長
・

福
祉
推
進
員
・
相
談
員
等

・
在
職
40
年
以
上

　

佐
久
間
冨
美
子（
9
の
1
区
）

　

三
塚　

さ
き（
9
の
2
区
）

・
在
職
30
年
以
上

　

畑
山
千
鶴
子（
2
の
3
区
）

　

木
村　

正
子（
9
の
1
区
）

・
在
職
20
年
以
上

　

平　

あ
き
子（
9
の
1
区
）

　

砂
金
眞
知
子（
9
の
1
区
）

　

都
澤
美
枝
子（
10
区
）

　

佐
藤
よ
う
子（
上
小
塚
区
）

　

村
上
美
砂
子（
7
区
）

・
在
職
10
年
以
上

　

佐
々
木
良
一（
上
郡
2
区
）

　

冨
士
原
洋
子（
2
の
3
区
）

　

鈴
木　

節
子（
11
区
）

　

栗
山　

仁
司（
日
向
区
）

　

安
部　

高
子（
上
町
区
）

　

佐
藤　

富
子（
小
里
区
）

　

加
藤　

澄
子（
吉
住
区
）

　

上
野　
　

博（
1
区
）

　

佐
藤　

克
彦（
1
区
）

　

阿
部　

春
枝（
9
の
1
区
）

　

佐
藤　

秋
子（
八
雲
区
）

　

高
橋　

昌
子（
10
区
）

　

石
場
ま
ゆ
み（
10
区
）

　

遠
藤　

良
治（
10
区
）

　

細
浦
る
り
子（
上
町
区
）

　

大
橋　

和
恵（
上
町
区
）

　

千
葉　

幸
二（
下
郡
区
）

　

千
葉　
　

巧（
下
郡
区
）

　

松
村　

隆
悦（
小
里
区
）

▽�
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
員

・
在
職
10
年
以
上

　

𠮷
川　
　

孝（
9
の
2
区
）

　

新
名
恵
美
子（
9
の
3
区
）

　

佐
々
木
一
雄（
小
里
区
）

　

坂
本　

兼
也（
9
の
1
区
）

▽
社
会
福
祉
事
業
協
力
地
区
・
団
体
等

・
活
動
実
績
15
年
以
上

　

さ
く
ら
グ
ル
ー
プ

　

白
百
合
の
会

　

手
話
の
会「
ダ
ン
ボ
」

　

あ
け
ぼ
の
会

　

サ
ル
ビ
ア
会

　

あ
じ
さ
い

�

（
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▽
社
会
福
祉
施
設
職
員

・
在
職
15
年
以
上

　

菊
地
香
那
実（
共
生
の
森
）

【
感
謝
状
】

▽
多
大
な
金
品
寄
贈
に
対
し
て

　

黒
澤
の
ぶ
子（
2
の
1
区
）

　

村
岡　

一
信（
5
の
1
区
）

　

大
友　

信
一（
岸
ヶ
森
区
）

　

中
村　
　

功（
短
台
区
）

　

古
川　

房
好（
短
台
区
）

　

前
沢　

政
次（
北
海
道
）

　

原　
　

信
子（
東
京
都
）

　

�

吉
目
木
栄
後
援
会
、
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ

イ
ン
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ

ン
労
働
委
員
会
わ
く
や
支
部
、
涌
谷
町

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
宮
城
県
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
協
議
会
、
遠
田
商
工
会
、
一

般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
宮
城
県

協
会
、
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
涌

谷
町
立
箟
岳
白
山
小
学
校
、
つ
の
だ
眼

科
、
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
株
式
会
社

涌
谷
工
場
、
株
式
会
社
千
坂
、
仙
北
富

士
交
通
株
式
会
社

▽
社
協
事
業
協
力
者

　

戸
田
歯
科
医
院

　

有
限
会
社
大
地
環
境
企
画

▽�

前
役
員
・
評
議
員
・
地
域
福
祉
会
長
・

福
祉
推
進
員
・
相
談
員
等

・
10
年
以
上

　

遠
藤　
　

學（
猪
岡
区
）

　

鈴
木　

秀
美（
脇
区
）

　

及
川　

規
子（
2
の
1
区
）

　

渡
部
き
よ
の（
2
の
3
区
）

　

香
川　

和
枝（
2
の
3
区
）

　

川
口　

惠
子（
7
区
）

　

吉
川　

礼
子（
10
区
）

　

岡
村　

桂
子（
小
里
区
）

　

岩
崎　

仁
一（
成
沢
区
）

　

笠
嶋　

正
男（
9
の
2
区
）

令
和
3
年
度

　
全
国
社
会
福
祉
大
会（
11
月
19
日
）

【
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

▽
社
協
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労

　

髙
橋
ち
づ
子（
上
小
塚
区
）

第
90
回

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

�

（
10
月
26
日
、
27
日
）

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
】

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

石
崎　

賀
子（
5
の
1
区
）

　

菅
原　

靜
江（
9
の
3
区
）

　

遠
藤　

良
治（
10
区
）

　

千
葉　

德
子（
上
谷
地
区
）

　

藤
村
八
重
子（
短
台
区
）

第
67
回

　
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会（
11
月
11
日
）

【
宮
城
県
知
事
表
彰
】

▽
社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者

　

髙
橋　

玲
子（
7
区
）

　

勝
又　

ふ
み（
下
小
塚
区
）

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

▽
社
協
役
職
員
功
労

　

阿
部　

春
枝（
9
の
1
区
）

　

渋
谷　

紀
子（
10
区
）

　

安
倍　

孟
志（
下
郡
区
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
功
労

　

地
域
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ

�

１
・
２
・
３

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

�

お
ひ
さ
ま
ス
マ
イ
ル

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

▽
奉
仕
功
労
者
表
彰

　

熊
谷　

秀
一（
2
の
1
区
）

　

佐
藤　
　

正（
4
区
）

　

伊
田　

勇
一（
5
の
1
区
）

　

髙
橋　

英
夫（
7
区
）

　

相
澤　
　

強（
9
の
1
区
）

　

𠮷
川　

克
巳（
9
の
2
区
）

　

遠
藤　

功
記（
10
区
）

　

三
浦　

信
市（
上
小
塚
区
）

　

澁
谷　

光
春（
黄
金
区
）

　

菊
谷　

善
一（
下
郡
区
）

　

三
塚　

尚
登（
上
郡
2
区
）

　

大
川　
　

茂（
長
根
区
）

　

福
田　

秀
仁（
小
里
区
）

　

佐
藤　

金
助（
脇
区
）

　

岩
崎　

喜
市（
成
沢
区
）

　

清
水　
　

潔（
太
田
区
）

　

大
友　

秀
雄（
短
台
区
）

▽
奉
仕
功
労
者
感
謝
状

　

遠
藤　
　

守（
日
向
区
）

　

櫻
井　
　

信（
城
山
区
）

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

表
彰
伝
達

（
順
不
同　
敬
称
略
）

（
順
不
同　
敬
称
略
）
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重層的支援体制整備事業
　

本
会
議
は
、
町
内
の
福
祉
事
業
所
同
士
の
連
携
強
化
、
地
域
課
題
の
把
握
と
解
決

に
向
け
た
環
境
整
備
、
相
談
体
制
の
構
築
を
目
指
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
進
め
る
た
め
に
、

具
体
的
な
方
法
論
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
構
成
員
か
ら
多
く
の
意
見
が
挙
が
っ
た
各
事
業
所
職
員
参
加
型
の
情
報
交

換
会
や
相
談
技
法
研
修
会
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

涌
谷
町
と「
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
た
わ
く
わ
く
ネ
ッ
ト
構
成
事
業
所
は
、
発
災
時
に
支
援
チ
ー
ム

の一員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
本
会
も
締
結
団
体
の
１
つ
と
し
て
、
締
結

後
初
と
な
る
大
雨
想
定
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
地

域
で
の
集
い
の
場
の
休
止
や
高
齢
者
な
ど
の

外
出
自
粛
に
よ
る「
閉
じ
こ
も
り
」が
心
配

さ
れ
る
中
、
感
染
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら

の
見
守
り
活
動
な
ど「
つ
な
が
り
」を
切
ら
な

い
た
め
の
活
動
や「
お
互
い
様
」の
支
え
あ
い

の
体
制
づ
く
り
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
連
絡
会
で
は
、「
地
域
の
声
を
つ
な
ぐ

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
地
域
で
暮
ら
す
様
々
な

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
か
ら
相
談
を

受
け
た
と
き
、
地
域
福

祉
会
長
と
し
て
ど
の

よ
う
な
資
源（
地
域
の

中
で
の
支
え
あ
い
や

専
門
的
な
支
援
）へ
の

繋
ぎ
が
で
き
る
か
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

※
地
域
福
祉
会
長
と
は
、
社
会
福
祉
活
動

に
関
心
と
熱
意
を
有
す
る
方
を
行
政
区
ご

と
に
社
協
会
長
が
委
嘱
し
ま
す
。
各
行
政

区
に
お
い
て
、
福
祉
推
進
員（
福
祉
活
動

の
担
い
手
）の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

町
主
催「
涌
谷
町
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
チ
ー
ム
」運
用
訓
練
参
加

第
３
回
地
域
福
祉
会
長
連
絡
会

福
祉
わ
く
わ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

❶ ‌�「調整連絡班」「移送班」「福祉避難所支援
班」の活動を確認

❷ ‌�要配慮者宅から福祉避難所までの車両走
行訓練の実施

❸ 段ボールベッド設置訓練

悩
ん
で
い
る
人

地域福祉会長

社　 協民 生 委 員

相　談

連　絡
相　談

連　絡
会　議

伴　走　支　援

悩んでいる人が民生委員や地域福祉
会長に相談して、社協職員と連携しな
がら他の相談支援機関と連携したり、
伴走型の支援を行う。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
思
い
を
共
有
！

�

今
後
に
向
け
て
一
歩
前
進

地
域
の
声
を
つ
な
げ
よ
う
！

　
　
相
談
を
受
け
た
と
き
、あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
⁉

社協だより 4



生活支援体制整備事業

　高齢者や障がいをお持ちの方、妊娠中の方など、ちょっとした手助けが必要な方々が日常生活で困りご
とを抱えた際に活用することができる、暮らしを支える様々なサービスを調査しています。

活動の例

うちの美容室では、来店が難
しい方に対して、ご自宅まで
出張サービスをしています。

うちで購入してもらった
商品は、希望があれば家ま
でお届けします。

支えあい企業

住　　所　涌谷町字柳町27-4
電話番号　0229-42-2273
担  当  者　森　英二さん
実施内容　商品（酒類）の配達
※配達料金（西・東地区150円、箟岳地区
200円程度）がかかります。
定  休  日　日曜、元日

まずはお気軽にお電話ください！

森酒店

　「うちもこんなことやってるよ！」「そういえばあそこのお店で、こんなサービスやってたな」など、情報をお
持ちの方はぜひ教えてください！ 問い合わせ先　☎43−6661（担当：地域支援係・高橋）

　

現
在
、
遠
田
地
区
で
は
、
遠
田
商
工
会
・
美
里
町
・
美
里
町
社
協
・
涌

谷
町
・
涌
谷
町
社
協
が
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
等
が
日
々
の
業
務
の
中

で
さ
り
げ
な
く
気
遣
い
、
見
守
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む「
美
里
町
・
涌
谷
町 

福
祉
推
進
事

業
」の
展
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の一環
と
し
て
、
遠
田

商
工
会
商
業
部
会
主
催
の
涌
谷
地
区
・
経
営
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
今
回
の
福
祉
推
進
事

業
が
地
域
住
民
と
小
規
模
事
業
者
と
の
橋
渡
し
と

な
り
、
共
に
補
完
し
合
う
形
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し

い
地
域
に
な
る
と
思
う
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
事
業
者
の
方
々
が
日
頃
か
ら
地
域
を
想
い
、

利
用
さ
れ
る
方
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

涌
谷
町
社
協
か
ら
、
商
工
会
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
実
施
し
て
い
る「
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い

企
業
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ
れ
、
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
、
認
知
症
の
症
状

や
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

第
1
部

第
2
部

お酒の種類も豊富！
好みに合わせた選び方など、ご相談にも対応します。

み
ん
な
で
見
守
る
涌
谷
町
！

�

商
福
連
携
で
、
あ
た
た
か
な
地
域
づ
く
り

社協だより5



問い合わせ先　☎43−6661（担当：地域支援係）

　平成26年度から、涌谷町社協で開催してきた介護予防
「パワーアップ」リーダー養成講座を修了した約200名の
方々の中から、7名の方が集まり、介護予防ボランティア
グループ「もみじ会」を立ち上げました。「秋にできたから、
もみじ会。つくったときのことを忘れないようにしよう」
との思いを込めて、グループ名を決めました。
　参加者の方はもちろん、自分たちも楽しい時間を過ごせ
るよう工夫しながら、活動していきます。地域のお茶っこ
飲み会等からも依頼があれば、ボランティアの皆さんがお
伺いします。希望される方は、お気軽にご連絡ください。

　バルーンアートが得意なボランティアの方が、旧世
代館に開所した子どもの丘保育所（NPO法人みやぎ・
せんだい子どもの丘）へクリスマスリースをお届けし
ました。バルーンを見た子どもたちの目はキラキラ！

「わ～！！」と大きな歓声が上がりました。
　ボランティアの方からは、「早めに教えてもらえた
ら、いつでも作るよ」との心強い言葉をいただき、今
後も行事など
の際には、ご
協力いただく
ことになりま
した。

　

ウ
ェ
ザ
ー
ハ
ー
ト
災
害
福
祉

事
務
所
代
表
の
千
川
原
公
彦
氏

を
講
師
に
迎
え
、災
害
時
に
開

設
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
機
能
、事
例

を
通
し
た
被
災
者
支
援
の
あ
り

方
、平
時
か
ら
の
準
備・心
構
え

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
水
害
時
の
情
報
を
時

系
列
に
並
び
替
え
ま
し

た
。参
加
者
か
ら
は「
地

域
の
役
員
で
の
役
割
分

担
を
行
い
、仕
事
が
集

中
し
な
い
よ
う
事
前
の

準
備
が
必
要
」「
災
害

が
起
き
る
前
に
防
災
に

つ
い
て
の
打
合
せ
や
訓

練
が
必
要
」な
ど
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。地
域
の
役
員
と
し

て
の
発
災
前
か
ら
の
行

動
に
つ
い
て
も
共
有
が

図
ら
れ
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

被
災
地
の
経
験
を
基
に
し
た

講
義
で
あ
り
、そ
の
中
で「
被
災

さ
れ
た
方
は
遠
慮
し
な
い
で
相

談
し
て
欲
し
い
」「
役
員
は
支
援

が
必
要
な
方
の
情
報
を
繋
い
で

欲
し
い
」「
自
分
の
片
付
け
が
終

わ
っ
た
り
、被
害
が
少
な
か
っ
た

場
合
は
皆
様
に
あ
っ
た
活
動
が

沢
山
あ
る
の
で
、災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
協
力
し

て
欲
し
い
」と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

災
害
時
に
設
置
さ
れ
る
被
災
地
で
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
拠
点
で
す
。近
年
で
は
、被
害

の
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
被
災
地
に
立
ち

上
げ
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
体
験
研
修

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
事
業

まずは、

社協事業の
長寿

お達者教室
で

実習!

みんなで
楽しく、健

康に!

誕生!

介護予防ボランティア 子どもたちへ
クリスマスプレゼント！「もみじ会」

ボランティアセンター通信

社協だより 6



グループホームゆうらいふ

箟岳地域ケアセンター

　新型コロナウイルス感染症の影響により、年数回実施していた外出行事ができなくなり、入居者の方々
の楽しみも減ってしまいました。そこで、施設内にいても気分
転換ができ、笑顔になっていただくための良いアイディアがな
いか考え、普段何気なく目にする空間にひと工夫することを始
めました。
　真っ白な壁に植物のステッカーや、思い出の写真を飾ったと
ころ、雰囲気もパッと明るくなり、入居者の皆さんにも好評で
す。写真は行事の度に交換するなど、変化をもたせながら、今
後も壁を賑やかにしていきます。

　以前は、施設の隣にある箟岳白山小学校の児童たちと対面での交流を行っ
ていましたが、近年はコロナ禍の影響により実施できずにいました。そこで、
少しずつオンラインの活用に慣れてきたこのタイミングで、オンライン交流
会を企画してみよう！ということになり、4年生の福祉学習の中で、初めて
挑戦しました。
　当日は、オンライン交流会の前に車いすを使用したキャップハンディ体験
を行っていたこともあり、生徒の皆さんからは「車いすなどを使っていて、
大変なことは何ですか」「（職員へ）車いすを押すときに気をつけていることは
何ですか」など、多くの質問がありました。箟岳地域ケアセンターの利用者
の方々からは、「これからも元気よく挨拶することを続けてほしい」「校庭で元
気に遊んでいる姿を見ると、私たちも元気になる。スポーツなど、これから
もたくさん遊んでほしい」といったメッセージが届けられました。

〜わたしたちは、あなた「ゆう：You（利用者・家族・地域住民）」と伴に、
　あなたの生活「らいふ：Life（人生・生命・生涯）」を大切にします〜

「いつか」に備えて「いま」準備！避難訓練を実施
　ゆうらいふ及び箟岳地域ケアセンターで火災を想定した避難訓練を実施し、初期消火、消防への通報、
避難誘導等、避難行動を再確認
しました。今後も職員一同、万
が一に備えていきます。

ウォールステッカーで
� 日常に彩りを！

子どもたちとのオンライン
� 交流会を開催！

ステッカーを貼
ると一気に華や

かに！

廊下を通るたび
に写真が目に入

ります。

通 信

社協だより7



　涌谷町内在住の方で、新型コロナウイルス感染症などの影響で生活が苦しい世帯へ、食料品を無料
配付します。
提供期間　1月17日（月）〜1月22日（土）　9時から17時
場　　所　ゆうらいふ
注意事項　・1世帯1セットの配付となります。
　　　　　・‌�提供数により2月以降も期間を延長致しますので、お問

い合わせ下さい。
　　　　　・上記の時間帯で来所が難しい場合は、ご相談ください。

～食料品を無料配付します～お福分け事業のお知らせ（町受託事業）

生活費でお困りの方へ（生活資金の貸付のご案内）
緊急小口資金特例貸付 総合支援資金特例貸付

申込期限は3月末まで。実施主体は、宮城県社会福祉協議会となります。
問い合わせ・申し込みは、涌谷町社会福祉協議会までご相談ください。

対　象　者：‌�新型コロナウイルス感染症の影響で収
入が減少し緊急・一時的な貸付が必要
な世帯

貸付限度額：100,000円以内
※特別な条件にあたる場合は、200,000円以内
据 置 期 間：1年以内　償 還 期 間：2年以内
連帯保証人：不要　 　 貸 付 利 子：無利子

対　象　者：‌�新型コロナウイルス感染症の影響で収入
が減少し日常生活の維持が困難な世帯

貸付限度額：月200,000円以内（二人以上）
　　　　　　月150,000円以内（単身）
貸 付 期 間：原則3か月以内
据 置 期 間：1年以内　　償 還 期 間：10年以内
連帯保証人：不要　　　貸 付 利 子：無利子

その他、随時相談を受け付けております（平日9時〜17時）。お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　☎43−6661（担当：地域支援係・草刈）　メールアドレス　mail20@wakuya-sfk.net

　「毎日の生活が不安」「仕事のことで悩みが
ある」「今後どうしたらいいかわからない」
等、ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

　フードドライブとは、ご家庭で余っている食べき
れない食品を持ち寄り、必要としている世帯へ提供
する取り組みです。
※�涌谷町では寄付して頂いた食品を、フードバンク事業
を介し経済的な理由等で困っている世帯へ提供します。日程・場所

　1月26日・箟岳地域ケアセンター
　2月16日・ゆうらいふ
　3月23日・箟岳地域ケアセンター
時　間
　13時から15時（予約不要）

※�お持ち寄り頂いた食品は設置して
あるBOXに入れてください。
※�米など重い食品は取りに伺うこと
も可能です。お問合せください。

日常生活で困りごとのある方へ

生 活 相 談 所

まるごと受け止める社協の相談窓口
～ひとりで悩まず、気軽に相談を～

「フードドライブ」にご協力ください!

募集食品　�3か月程度賞味期限が残っており、常温
保存が可能な食品

場　　所　ゆうらいふ正面玄関ホール

令和3年度

社協だより 8



　

高
齢
者
へ
学
習
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
「
地
域

の
支
え
合
い
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
人
材
の
育
成
、
地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
加

を
目
的
に
開
講
し
て
お
り
ま
す
。
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
を
通
し
て
仲
間
と
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
明
る
く
楽
し
い
充
実
し
た
学

園
生
活
を
ぜ
ひ
体
験
く
だ
さ
い
。

　

受
講
に
関
す
る
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
県
内
居
住
の
60
歳
以
上
の
方

▽
場
所　
①
仙
南
校 

②
大
崎
校 

③
石
巻
校

　
　
　
　
④
気
仙
沼
・
本
吉
校

　
　
　
　
⑤
登
米
・
栗
原
校

※
通
学
可
能
な
場
所
を
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
人
員　
各
校
40
名

▽
日
程　
年
間
21
日
（
２
学
年
制
）

▽
費
用　
入
学
金　
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
受
講
料
２
０
，０
０
０
円
（
年
間
）

▽
募
集
期
間　
２
月
28
日
ま
で

※
消
印
有
効

※
申
込
書
は
、
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
２
２
―
２
２
５
―
８
４
７
７

　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
い
き
が
い
健
康
課

宮
城
い
き
い
き
学
園

令
和
4
年
４
月
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
を
再
開
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
お
手
伝
い
す
る
た
め

の
支
援
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

▽
貸
出
物
品

　

‌�

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
（
手
指
、
物
品
用
）、

非
接
触
式
体
温
計
、
利
用
者
名
簿
、
飛
沫

防
止
パ
ネ
ル
等

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係

支
え
あ
い
さ
い
か
い（
再
開
・
再
会
）セ

ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す

　

楽
し
く
脳
ト
レ
や
体
操
を
し
な
が
ら
、
皆

で
た
く
さ
ん
笑
い
あ
え
る
「
長
寿
お
達
者
教

室
」
に
参
加
し
て
、
ア
タ
マ
と
カ
ラ
ダ
、
そ

し
て
コ
コ
ロ
を
ほ
ぐ
し
、元
気
を
保
ち
ま
し
ょ

う
！
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
場
所
、
日
程

　
①
ゆ
う
ら
い
ふ
／
1
月
5
日
、
2
月
2
日

　
②
涌
谷
公
民
館
／
1
月
12
日
、
2
月
9
日

▽
時
間　
10
時
～
11
時
30
分

▽�

持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服
装
、飲
み
物
、

マ
ス
ク
、
鉛
筆
等

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
申
込
不
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
川
村

一
般
介
護
予
防
事
業「
長
寿
お
達
者
教

室
」を
開
催
し
て
い
ま
す

お
知
ら
せ

（
10
月
23
日
か
ら
12
月
21
日
）

▽
寄
附
金

・
石
川
直
喜　
様�

3
，
０
０
０
円

▽
寄
附
物
品

・
吉
目
木
栄　
様�

Ｃ
Ｄ
20
点

・
匿
名　
様�
色
鉛
筆

・
匿
名　
様�

絵
本
4
冊
、
文
具
49
点

▽
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
た
め

・
松
浦
惠
久
子　
様�

冷
凍
食
品
14
点

・
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
様�

新
米
３
０
０
㎏

・
わ
く
や
大
の
会　
様�

缶
コ
ー
ヒ
ー
2
箱

・
小
野
秀
一　
様�

玄
米
30
㎏

・
匿
名　
様�

米　
90
㎏

・
匿
名　
様�

米　
30
㎏

・
匿
名　
様�

米　
60
㎏

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ（
９
月
〜
11
月
末
）

�

食
品
等
52
・
５
㎏

心
温
ま
る
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？
当
事
者
の
方
や
ご
家
族
、
支
援
者
等

「
知
り
た
い
」「
学
び
た
い
」と
思
っ
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
22
日　
18
時
～

▽
内
容　
「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

▽
講
師　
岡
本
病
院　
相
上
和
徳　
氏

▽
場
所　

�

高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
ゆ
う
ら
い
ふ

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
25
―
９
６
７
５

　
涌
谷
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

　
（
社
会
福
祉
法
人
共
生
の
森
）

障
が
い
者
理
解
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

未
就
学
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
自
由
遊
び
や
子
育
て
相
談
を
通
し

て
、
交
流
を
図
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
・
申
込
不
要
で
す
。
多
く
の
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
毎
週
木
曜
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
髙
橋

子
育
て
支
援
事
業「
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん

と
遊
ぼ
う
広
場
」を
開
催
し
て
い
ま
す

本会の最新情報はホームページを
ご覧ください

　当会ホームページでは、地域福祉事業や介護保険事業（ゆ
うらいふ・箟岳地域ケアセンター）、その他経営情報等を掲
載しています。
　最新の情報を地域の皆様へ配信していますので、ぜひご覧
ください！

検 索検 索涌谷町社会福祉協議会SNSもやっています
!!

フェイスブック インスタグラム
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編
集
・
発
行

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉

法
　
　
人

社
協
だ
よ
り

福
祉
わ
く
や

2022.1
第
148号

宮
城

県
遠

田
郡

涌
谷

町
涌

谷
字

新
下

町
浦

192番
地

涌
谷

町
高

齢
者

福
祉

複
合

施
設「

ゆ
う

ら
い

ふ
」内

TEL（
0229）43−

6661  FAX（
0229）43−

6670
E

-m
a

il:sh
a

k
y

o
@

w
a

k
u

y
a

-sfk
.n

e
t

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
http://w

w
w

.w
akuya-sfk.net/

〒
987-0121

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
あ
け
ぼ
の
会
」

【
朗
読
テ
ー
プ
の

�

貸
し
出
し
】

　

町
広
報
・
社
協
だ
よ
り
の
朗

読
テ
ー
プ
を
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
の

方
、
介
護
者
の
方
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
43

−

６
６
６
１�（
地
域
支
援
係
）

編
集
後
記

　

令
和
3
年
の
前
半
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
落
ち
着
い
た
と
思

っ
た
ら
、
ま
た
拡
大
し
て
事
業
も
な

か
な
か
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
後
半
は
驚
く
よ
う
に
感

染
者
が
少
な
く
な
り
、
今
の
内
に
と

事
業
を
再
開
し
た
地
域
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
で
も
以
前
の
よ
う
に
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
お
話
を
す
る
こ
と
に

は
ま
だ
た
め
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
感
染
が
収
ま
っ
て
く
れ

と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

�

広
報
委
員

良いとこ
　み〜つけた!

!
　各行政区の地域福祉会からご報告いただいている活動や、生活支援コーディネーターが取材した活動等
を掲載しておりますが、地域には職員が知らない活動がまだまだたくさんあります。「こんなのもやってるで
ば！」「おらほさ来てけさいん」とぜひお声がけください。

民生委員児童委員と地域福祉会長が協力し
て、「あんしん連絡カード」を配付しました。

災害時に備え、簡易担架の作り方などを確認
しました。もしものときも安心です。

５の２区 下町区

1年ぶりのお茶っこ飲み会。話して・聞いて・
笑って・食べて、皆で楽しみました。

久しぶりの「相野沼百寿会」定例会は、認知症
予防の脳トレで大盛り上がりでした。

下郡区 上郡2区

民生委員児童委員による見守り訪問活動を実
施。「体調に気をつけて」と声がけしました。

手作りした冬至かぼちゃをお届けしながら、
見守り訪問。皆さんから笑顔がこぼれます。

長根区 短台区

社協だより 10


